
 

 

 

 

 

  

 ＯＤＦＥｕｌｅｒ角度と結晶方位 
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概要 

 ＯＤＦ解析結果（ψ1、Φ、ψ2）から整数の結晶方位｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞を計算する場合 

  可逆性は失われるが、整数化の最大数を大きくすれば、誤差は少なく成る。 

  一般的には最大指数を１５程度としている。 

  ある論文に記載されているＥｕｌｅｒ角度からこの誤差を計算してみる。 

 

  Ｃｕｂｉｃ，Ｔｅｔｒａｇｏｎａｌ，Ｏｒｔｈｏｒｏｍｂｉｃに於いては 

  格子定数を（ａ，ｂ，ｃ，９０，９０，９０）とした場合、 

Ｅｕｌｅｒ角度（ψ1、Φ、ψ2）と結晶方位(hkl)[uvw]との関係は 

 

Ｅｕｌｅｒ角度－＞(hkl)[uvw]を求める 

 h=n sinΦsinψ2 *a 

 k=n sinΦcosψ2 *b 

 l=n cosΦ*c 

 u=m (cosψ1cosψ2 – sinψ1sinψ2cosΦ)/a 

 v=m (-cosψ1sinψ2 – sinψ1cosψ2cosΦ)/b 

 w=m sinψ1sinΦ/c 

 

(hkl)[uvw]からＥｕｌｅｒ角度を求める 

 H=h/a 

 K=k/b 

 L=l/c 

 U=u*a 

 V=v*b 

 W=w*c 

 Φ =arcos(L/sqrt(H*H+K*K+L*L)) 

 ψ2 =arcos(K/sqrt(H*H+K*K)) = arcsin(H/sqrt(H*H+K*K)) 

 ψ1 =arcsin{W/sqrt(U*U+V*V+W*W)sqrt((H*H+K*K*L*L)/(H*H+K*K))} 

 

最大指数１５は、ＬａｂｏＴｅｘで採用されている。 

従来、ＣＴＲでも最大指数を１５としていたが、以降９９とし、比較してみます。 

 

Ｅｕｌｅｒ角度を参考にした文献（Ｗｅｂ上で検索） 

 日本金属学会誌 第７７巻 第１０号（２０１３）４４０－４４７ 

 

  強い｛１１１｝＜１１２＞集合組織をもった高純度フェライト系 

ステンレス鋼の深絞り成型時の肌荒れ発生機構 

 

  

 

 

 



文献では、ＢｕｎｇｅＥｕｌｅｒ角度として 

 (167.5, 54.7, 45)  (162.5, 54.7, 45) (122.5, 54.7, 45) (117.5, 54.7, 45)が現れる。 

このＥｕｌｅｒ角度を最大指数１５で整数化すると、 

 

  

 １６７．５０ －＞ (1 1 1)[-9 7 2]  －＞１６７．７８ 

 

 

  

 １６２．５０ －＞ (1 1 1)[-13 9 4] －＞１６２．５２ 

 

 

  

 １２２．５０ －＞ (1 1 1)[-15 9 4] －＞ １２３．４２ 

 

 

  

 １１７．５０ －＞(1 1 1)[-14 -1 15] －＞ １１６．５８ 

 

 整数化による誤差が発生する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



最大指数９９による整数化では、 

最大指数１５の場合 １６７．５０ －＞ (1 1 1)[-9 7 2]  －＞１６７．７８ 

  

入力、(167.5, 54.7, 45.0)から計算したミラー指数 整数化、整数化ミラー指数から計算した Euler角度 

再計算Ｅｕｌｅｒ角度誤差が、ミラー指数を大きくする事で、少なくなっています。 

 

同様に 

最大指数１５の場合 １６２．５０ －＞ (1 1 1)[-13 9 4] －＞１６２．５２ 

  

 

 

 

 

 

 



最大指数１５の場合 １２２．５０ －＞ (1 1 1)[-15 9 4] －＞ １２３．４２ 

  

 

最大指数１５の場合 １１７．５０ －＞(1 1 1)[-14 -1 15] －＞ １１６．５８ 

  

 このような理由で、ＣＴＲパッケージソフトウエアでは 

 ２０１年０１月１０日以降、最大指数を９９とした。 

 

 

 

 

 

 

 



結晶方位図の表現では、指数間にカンマを入れています。 

  


